
平成２４年度一般会計当初予算説明資料

２款 総務費

中山間振興・定住促進課→事業実施：とっとり暮らし支援課（内線：７１２９）４項 市町村振興費

２目 自治振興費 (単位：千円)

財 源 内 訳
事 業 名 本年度 前年度 比較 備考

一般財源国庫支出金 起債 その他

(基金繰入金)（新）まちなか過疎・

振興対策検討事業 4,383 0 4,383 4,383

トータルコスト 14,843千円（前年度0千円）［正職員：1.3人］

主な業務内容 まちなか生活実態調査の実施、まちなか対策推進会議の開催等

－工程表の政策目標（指標）

事業内容の説明 【｢とっとり支え愛基金｣充当事業】

１ 事業の目的・概要

市街地等の「まちなか」における人口の減少、高齢化の進展、商店街の衰退等に伴う、買い物

弱者の発生、交通不便、空き家の増加、災害時対応への不安、コミュニティ活動の停滞等の新た

な課題に対応し、地域住民が安心して元気に暮らせる「まちなか」の実現を図る。

２ 主な事業内容

（１）まちなか生活実態調査（仮称）の実施（3,000千円）

①調査目的：地域住民の生活実態等に関する調査を実施し、まちなかの現状把握、課題抽出を

行い、まちなか対策に係る施策立案の検討材料とする。

②調査方法：住民を対象とした生活実態等に関するアンケート調査（サンプル調査）

③調査項目：買い物、通院、見守り等の状況など

（２）まちなか対策推進会議（仮称）の設置（453千円）

①メンバー：統轄監（座長）、関係部局長、関係総合事務所等

②検討事項：まちなか過疎・振興対策の検討・推進 等

※関係課で幹事会（ワーキンググループ）を設置し、必要に応じて民間有識者等に参加して

いただき検討を進める。

（３）東部・中部・西部地区まちなか対策協議会（仮称）の設置（930千円）

①メンバー：学識経験者（大学等）、民間委員（住民代表、福祉関係、ＮＰＯ等）、

市関係課、総合事務所 等

②検討事項：各地域における課題・住民ニーズの把握

地域の実情に即した施策の検討・提案 等

（４）安全・安心な生活確保のための支援（別途計上）

まちなかにおける高齢者等の安全・安心な生活環境を確保するため、移動販売等の買い物や

見守りなどのコミュニティビジネスを支援。（「みんなで支え合う中山間地域づくり総合支援

事業」の一部メニューをまちなかにも適用。）


